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法乳

1 は じ め に

乳苗の本田における生育の特徴や,施肥法については,

各地で検討が行われている。本報では,特に窒素施肥量と

籾数,登熟歩合の関係を 3葉苗と比較し,乳苗の好適施月巴

法を検討した。

2試 験 方 法

(1)試験場所及び圃場条件 ;宮城県農業センター圃場 ,

細粒灰色低地土灰色系

12)供試品種 ,サ サニシキ

3)育苗方法 ;播種量は乳苗 :乾籾260g/箱,3葉苗 :

乾籾130g/箱。床土・覆土は人工培土。乳苗は30℃ 出芽
器で72時間出芽させた後,緑化ハウス内緑化台車にて 6日

間緑化及び硬化させた。 3葉苗は,播種後,直ちに硬化ハ

ウスに並べ,シルバーポリトウ80にて被覆する平置き無加

温育苗で26～28日 間育苗した。

14)試験区の構成 :

1)1994年

a 栽植密度 :235株/デ
b 移植期 :5月 11日
C 植付本数 :乳苗51本/株,3葉苗42本/株
d 肥効調節型肥料 :ン グモイド溶出型 (以下 S型

肥料)100日 タイプと普通化成肥料でS型溶出窒素割合を

70%になるように配合。

e 施肥法は全層施肥 (両年共通)

2)1995年

a 栽植密度 :204株/11i
b 移植期 :5月 11日
C 植付本数 ;乳苗42本/株,3葉苗36本/株

d 肥効調節型肥料 ;S禦溶出肥料100日 タイプと
S型溶出肥料60日 タイプを7:3に配合。

表 2

苗 種    施肥法 翠手尋   ′貯肝窒声、

]葉[IX

速効化成少肥

肥効調節型肥料

05
03
06
00

なし

なし

3 試験結果及び考察

(J 苗質と生育概況

移植時の苗質は,表 3に示した。

生育概況については,稗長は乳苗と3葉苗で明らかな差

はなかった。また,幼穂形成期の追肥により,いずれの苗

も稗長が長くなり,やや倒伏が多くなった。また,出穂期

は両年とも乳苗は3葉苗より2～ 3日遅れた。

表 3

草丈 葉令 第一葉 址 部 充実度 窒素
苗種 年次 葉鞘長 乾物重    濃度

(cI)   _ (m)(電 /本)(電 /口)(%)
粗 憫:1麗 ‖ H盤 :“ :譴

廟 掲話踵 賀
2 7   170
30   180

266
373

(2 施肥法と収量,籾数,登熟歩合
乳苗の収量は両年とも速効化成基肥窒素0 5kg/aで は,
3葉苗並からやや下回った。登熟歩合の低下が主な要因で

ある。また,無窒素や少肥施肥では,3葉苗に比較してご

当たり穂数増加による籾数増加のため,乳苗の方が収量が

上回った。乳苗の窒素吸収の推移は,3葉苗に比較して初
期の窒素吸収は劣るが,穂首分化期から幼穂形成期までの

吸収量が多いことは,下山らも報告
1)し ている。本試験で

も同様な傾向が見られ,穂首分化期から幼穂形成期にかけ

×
なし

,
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ての窒素栄養状態の差が籾数増加に結びついた可能性があ

る。追肥時期別では減数分裂期追肥が収量増となった。登

熟歩合,千粒重を向上させたことが要因であった。乳苗の

穂揃期追肥は減数分裂期追肥同様に登熟歩合を向上させた

が,3葉苗同様に玄米窒素濃度も高め,食味上,問題があっ
た。 S型溶出型肥料の全量基肥施用は,収量は標肥基肥―

減数分裂期追肥並であったが,玄米窒素濃度を高め,溶出
タイプと施llE量について更に検討が必要である。
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13)nf当 たり籾数と登熟歩合

乳苗は3葉苗に比較して両年ともピ当たり籾数が32万

粒以上になると登熟歩合が低下しやすい傾向にあった。
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図 1 施肥法と収量 (1995)

な な 幼 滅 幼 な 幼 減 幼 な
し し 形 分 +じ 形 分 +し
和

…
轟 曇 6

施肥法とピ当たり籾数 (1995)
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図 5 ピ当たり籾数と登熟歩合 (1995)

4 ま と め

乳苗は基肥窒素が少肥の条件では,3葉苗に比較して穂
数,籾数が多くなり収量が上回った。しかし,ピ当たり籾

数が,32万粒以上になると, 3葉苗よりも登熟歩合が低

下しやすい傾向があった。また,乳苗の窒素吸収の特徴と

して穂首分化期頃から幼穂形成期にかけての吸収が旺盛で

あった。したがって,乳苗の施肥法は登熟歩合に重点を置

き,基肥は3葉苗並から1割程度の減肥,追肥は減数分裂

期が適していると思われた。シグモイド型溶出肥料の全量

基肥施用は,施用量,溶出タイプの面から更に検討が必要

であった。
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図3 施肥法と登熟歩合 (1995)
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